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Clindamycinに よる耳鼻 咽 喉科感 染 症 の治療成 績

三辺武右衛門 ・太 田 昇 村 上 温 子

関東逓信病院耳鼻咽喉科

徐 慶 一 郎

同 臨床検査科

Clindamycin(以 下CLMと 略)は 図1の ような構造

式を有 し,Lincomycin(以 下LCMと 略)に 比 し水に

溶け易 く安定性 の高 い抗生 物質 で あ る。 その抗菌力は

LCMに 比較 し4～8倍 強 力で亀 り・血 液中の吸収 も速

かで血中濃度 のピー クは45分 に ある と報告 さ れ て い

る。

われわれは耳鼻咽喉科感染症 の治療 に応用 し,血 清の

抗菌力,感 性 デ ィス ク,副 作用な どについて も検討 を行

なつた ので報告す る。

二 抗 菌 試 験 成 績

1.Biophotometerに よる試験成績

CLMのStaPh.aureus209P株 に対す る増殖阻止作用

をBiophotometer(Jouan)(-3)を 用いた増殖 曲線か ら検

討 した。

CLM150mg内 服後1,2,4,6時 間 の血清 を採取 し,

これを10倍 に稀釈 した ものにつ いて209P株 に対す る

増殖阻止作用 を検討 した。 その際209P株 の菌浮遊液 は

105に 相当す る比較的大量 の菌量 を使用 した。

第1例9才 の男児

150mg投 与 した場 合に1時 間後の血清に おいては発

育阻止作用は充分で ないが,2,4,6時 間後 の血清 では よ

く菌 の増殖を阻止 してい る(図2)。

第2例20才 男

150mg投 与後 の血清 について同様に209P株 増殖阻

止作用 をみ ると,こ の症例に おい ては1,2,4,6時 間 の

血清はいずれ もよ く増殖阻止作用 を示 して抗菌 力が著 し

く高い ことを示 してい る(図3)。

2。Staphyloeoceuε に 対 す るCLMの 感性 デ ィス

ク成 績

ア"1プ ジ ・ン よ り提 供 さ れ たCLM3濃 度 デ ィス ク

(2mcg,5mcg,10mcg>とLCMは 栄 研 の3濃 度 デ ィ

ス ク(2mcg,5mcg,15mcg)を 使 用 し,比 較 した。 使

用 培 地 は 日水 の 感 受 性 デ ィス ク用培 地(ミ ュー ラ ー ヒン
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表1StaPhPtlococcusに 対 す るTablet-test成 績
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トン改 良培地)を 使用 し,菌 量 は トリプ トソイ ブイ ヨン

に15時 間培 養 した ものを0.lmlと り平板培地上に拡げ

た ものを使用 した。

StaPh.aureers30株 ではCLMとLCMの 感性 を比較

す るにCLMで は 什 の頻度は23株 にて 工CMに 比較

し抗菌 力が一段 と高 い ことを示 してい る。StaPh.epider一

痂廊 群 におい て もCLMは 一段 と感性が高い ことがわ

かつ た(表1)。

ll・ 臨 床 成 績

耳 鼻咽喉科感 染症につい てCLMに よる治療 を行 なつ

た。 治療対象は昭 和42年12月 か ら,昭 和43年3月

に至 る4ヵ 月間 におけ る患 者について行 なつた。

投与方法:成 人におい て は 董 日600mg(4カ プセ

ル),小 児に おいては300～450mgを 投与 して治i療経過

を観察 した。治療効果 の判定は投与4日 以 内に症状 消退

し,治 癒 と認 め られ るものを著効,治 癒 まで に4日 以上

の投与を要 したものお よび,軽 快 した ものを有効,無 効

の3段 階 に分け て行 なつた。

1.化 膿性中 耳炎 における治療成績

急性化膿性 中耳炎9例,慢 性化膿性中耳炎3例 につい

て治療 を行 なつ た。 急性症9例 では著効5例,有 効3

例,無 効1例 であつた。慢 性症3例 におい てはいずれ も

有 効の治療成 績であつた(表2)。

次に症 例を例示す る。

症例1長 才 男,右 急性化膿性中耳炎

現病歴=3日 前か ら右耳か ら耳 漏の排泄が あ り,昭 和

43年1月29H来 院 した。

現 症:右 耳 か らは 膿 性 耳 漏 が 中 等 量排 泄 す る の が認 め

られ た 。 耳 漏 の 細 菌 培 養 を 行 な い,直 ち に 本 剤 を1日

600mg投 与 した。

治 療 経 過:耳 漏 か らはStrePtoceccus(β)が 検 出 され た。

感 性 はSulfa-t-1-,PC什,SM卦,CPM,TClit,EM

辮,KM-,CR什,LCM昔,CLM什,SP什 で あ

つ た 。 耳 漏 は3日 目か ら減 少 し4日 間2・49の 内 服 に よ

つ て 治 癒 し著 効 を 収 め た 。

症 例2森 9才 男 右 慢 性 化 膿 性 中 耳 炎

現 病 歴:幼 時 か ら右 耳 か ら耳 漏 が 時 に 出 て い た 。 最 近

4～5日 前 か ら耳 漏 が 出 る よ うに な り,昭 和43年1月

22日 初 診 。
り

現症:一 般所 見良好,右 鼓膜に小 粟粒大の穿孔あ り,

膿 性耳漏の排泄 をみた。 細菌培養 を行 ない,早 速本 剤に

よる治療を行 なつ た。

治療経過:耳 漏か らは グラム陽性 のCOCCUSが 検 出さ

れ,そ の感性 はSulfa十.PC榊,CLMiti一 であつ た。

本 剤を投与 して4日 目頃 か ら耳漏は 減 少 し,6日 間,

3。69の 投与 に よつて耳漏は 消退 して治癒 した。 治療効

果は有効で あつた。

2.そ の他 の感染症にお ける治療成績

治療 した症例は耳癖1例,急 性副鼻腔炎3例,慢 性副

鼻腔炎3例,急 性扁桃炎5例,計12例 にてそ の治療成

績 は表3の よ うであ る。

副鼻腔炎6例 では有効5例,無 効1例 にて腺窩性扁桃

炎 の5例 では著効1例,有 効3例,無 効1例 であつた。

次に症例を例示す る。

症例1橋 8才 男 慢 性副鼻腔炎

表2Clindamycinに よる 化膿 性 中 耳 炎 の 治 療 成 績
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表3Clindamycinに よ るそ の 他 の 感 染症 の 治療 成績
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現 病 歴:約 半 年 前 か ら鼻 漏多 く鼻 閉 を 訴 え 頭 重 感 が あ

り,2月7日 来 院 した。

現症:一 般 所 見 良 好。 鼻 腔所 見,中 鼻 甲 介 は 中 等 度 腫

脹 し,粘 液 膿 性 鼻 漏 が 中 等 量 認 め られ た。 鼻 漏 か ら細 菌

検 査 を行 な い,直 ち に本 剤 を1日 量600mgを 投 与 し経

過 を 観 察 した。

治療 経過.鼻 漏 か らは ε存ψ伽oα脇(β)とStaPh・au「eus

が検 出 され た。 そ の 感性 はStrePtococcusで はSulfa什,

PC卦,-CLM冊,StaPh.aureusで はSulfa-.PC十,

CLM十 ・で あ つ た 。

CLMI日600mg,5日 間 の投 与 に よつ て 鼻 漏 は 著

し く減 少 し,1日1回 ぐ らい の 揚 鼻 とな り,治 療 効 果 は

有 効 で あつ た。

症例2新 才 男 腺 窩 性 扁 桃 炎

現 病歴:風 邪 に 継 発 して2日 前 か ら咽 頭,嚥 下 痛 が 強

くな り,38.5～39℃ に 達 す る高 熱 が 出 る よ う に な り3

月11日 に来 院 した。

現症:体 温38.7℃,顔 貌 生 気 見 られ な い 。 扁 桃 は 発

赤 し灰 白色 の苔 が彌 慢 性 に付 着 す るの が 見 られ た。 扁 桃

の苔 か らはStroptecoccus(α)が 検 出 され,そ の感 性 は

Sulfa-一,PC井,SM十.CP骨,TC井,EM十F,

KMr'LCM朴,CLMHt,CR珊,SP卦 で あ っ

た。

治療 経 過:3月11日 か ら1日600mgを4回 に投

与 した。2日 間 の 治 療 に て体 温 も37・5℃ に下 り,扁 桃

の苔 も 消退 し始 め て4日 間,2・4mgの 治療 に て 治癒 し

著効 を収 め た。 特 に 副作 用 は認 め られ な か つ た。

III.副 作 用

本剤 を使用 して治療 した24例 につい て,発 疹,シ ョ

ヅ久 胃腸障害,聴 力障害な どの副作用 は特に認 め られ

なかつ た。

rv.結 語

1.CLM150mg経 口投与後 の 血清 の 抗 菌 力 を

Biophotometerに よる209P株 にお よぼす増殖 曲線か ら

検討 した。150mg投 与後1,2,4,6時 間の血清はいずれ

もよく菌 の増殖 を阻止 し抗菌力が著 しく高い ことを示 し
魅

た 。

ま たStoph710coccecsに 対 す るCLMの 感 性 デ ィス クで

はLCMの 感 性 と比 較 し1桁 感 度 が 高 い こ とが わ か つ

た。

表4Clindamycinに よる耳 鼻 咽 喉科 感 染 症 の治 療 成 績
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耳
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2・ 耳鼻咽喉 科感染症24例 に使用 して著効 フ例(29.2

%)・ 有効14例(58.3%),無 効3例(12.5%)の 治療成 績

を得て,有 効率 は87.5%で あつ た(表4)。

3.本 剤 を使用 して特に副作用は全然認 め られ なか つ

た。
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RESULTS OF CLINDAMYCIN TREATMENT OF VARIOUS 

    INFECTIONS  IN OTORHINOLOGICAL FIELD

BUEMON SAMBE, NOBORU OHTA &  H.ARUKO MURAKAMI 

             (Division of Otorhinology) 
 KEIICHIRO  JO 

           (Division of Central Laboratories) 
            Kanto Teishin Hospital, Tokyo

 The present authors have carried out clinical application of clindamycin chiefly for treatment 
of otorhinolaryngological infections. 

 1. Antistaphylococcal activity of sera after administration of 150 mg (CLC) was analyzed by their 
effects on the growth-curve of 209 P strain automatically recorded by biophotometer. 
The results demonstrated that  effective concentration in serum was maintained for  1-6 hours. 

 2. Twenty-four cases of the infections were treated with clindamycin to obtain the following 
results: excellent in 7 cases (29.2%), good in 14 (58.3%), poor in 7  (21.2%). 
The success rate is thus  87.5%. 

  3. No side  effects, such as hypersensitivity, eruptions and hearing disturbances were observed in 
any patient treated with clindamycin.




